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36 万 4,099 円
和
の
ま
ち
太
子 

　

本
年
度
は
、
町
立
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
保
育
の
試
行
や
町
民
体
育
館
の
耐
震
化
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
な
ど
、
子

育
て
支
援
と
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
徳
太
子
の
没
後
１
４
０
０
年
と
な
る
２
０
２
２
年
に
む
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
始
動
し
、「
鵤

い
か
る
が
の
し
ょ
う
荘
ぼ
う
じ

石
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
な
ど
、聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
各
種
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

一般会計　　    124 億 4,854 万 4 千円（＋ 5.6%）
特別会計　　　  61 億 5,441 万 6 千円（＋ 3.9％）
企業会計　　　  33 億 1,439 万 5 千円（△ 3.7％）

総額　　　　　219 億 1,735 万 5 千円（＋ 3.6％）

●
問
い
合
わ
せ

　
　
財
政
課　

☎
２
７
７
‐
５
９
９
６

議会費 総務費 民生費 衛生費

消防費 教育費 公債費

その他

土木費

3,402 円 4 万 8,818 円 11 万 9,983 円 2 万 3,183 円

2 万 4,407 円 5 万 7,899 円4 万 7,872 円 2 万 8,609 円

686 円

議会の運営など 全般的な
運営管理など

高齢者・
児童の福祉など

ごみ処理、
病気の予防など

道路・河川・公園の整
備など

学校、図書館、
公民館など

消防活動など 借入金の返済

災害復旧など

町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

商工費

農林水産業費

5,588 円

3,652 円

観光振興、プレミア
ム付商品券など

農業振興など

町民１人あたりの予算額 令和元年

町税
39億9,972万3千円

（32.1%）

地方交付税　
17億6,400万円

（14.2％）

国庫支出金
15億4,995万9千円

（12.4％）

町債
18億6,150万円（14.9％）

（単位：千円）

（単位：千円）

繰入金
7億7,735万4千円 

（6.2％）
分担金および負担金　 3,864万4千円（0.3％）
使用料および手数料　   1億868万5千円（0.9％）
諸収入ほか　 1億9,732万3千円（1.6％）
寄附金　　　　　　　　　　  4億1千円（3.2％）

地方譲与税ほか　 9億    761万8千円（7.4％）
県支出金　　 　   8億4,373万7千円（6.8％）

民生費
41億223万3千円（33.0%）

商工費
1億9,105万9千円（1.5%）

衛生費
7億9,262万8千円（6.4%）

消防費
8億3,447万3千円

（6.7％）

公債費
9億7,813万3千円

（7.9％）

教育費
19億7,957万2千円（15.9%）

総務費
16億6,910万円（13.4%）

土木費
16億3,675万3千円

（13.2%）

その他　 2,342万8千円（0.1％）
議会費　　　　1億1,631万8千円（0.9％）
農林水産業費　1億2,484万7千円（1.0％）

人口　34,190 人
（平成 31 年 4 月 1 日現在）

令和元年度町の予算 令和元年度町の予算

合　計 本年度 前年度 比較増減額 対前年度伸率（％）

水
道
事
業

収益的収入 527,965 529,353 △ 1,388 △ 0.3
収益的支出 509,290 531,882 △ 22,592 △ 4.2
資本的収入 231,200 312,600 △ 81,400 △ 26.0
資本的支出 439,471 546,992 △ 107,521 △ 19.7

下
水
道
事
業

収益的収入 1,260,932 1,200,908  60,024  5.0
収益的支出 1,261,126 1,306,000 △ 44,874 △ 3.4
資本的収入 637,889 724,418 △ 86,529 △ 11.9
資本的支出 1,104,508 1,055,670 48,838 4.6
合　計 3,314,395 3,440,544 △ 126,149 △ 3.7

合　計 本年度 前年度 比較増減額 対前年度伸率（％）

国民健康保険 3,359,463 3,255,392 104,071 3.2

介護保険 2,329,060 2,238,784 90,276 4.0

後期高齢者医療 453,555 419,380 34,175 8.1

墓園 12,338 12,335 3 0.0

合　計 6,154,416 5,925,891 228,525 3.9

自
主
財
源
（
50％

）依
存
財
源
（
50
％

）

自主
財
源（
44.3％

）依存
財
源（
55
.7％

）
歳出

124億4,854万
4千円 自

主
財
源
（
50％

）依
存
財
源
（
50
％

）

自主
財
源（
44.3％

）依存
財
源（
55
.7％

）
歳入

124億4,854万 
4千円

♦特別会計予算内訳

♦企業会計予算内訳
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令和元年度町の予算令和元年度町の予算

令
和
元
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
力
を
入
れ
ま
す
（
一
部
抜
粋
） 

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

～
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

　
　
　

４
２
８
千
円

　

住
民
の
健
康
維
持
・
増
進
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
啓

発
を
目
的
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
を
斑
鳩
寺
と

あ
す
か
ホ
ー
ル
に
て
実
施
し
ま
す
。

●
開
催
日　

10
月
10
日
木
・
11
日
金

●
講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
の
講
師

●
内
容　
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
と
実
施
方
法
の
講
話
」　

　
　
　
　

と
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
践
」
を
実
施
予
定

町
民
体
育
館
耐
震
改
修
事
業　

　

建
設
後
40
年
が
経
過

し
た
町
民
体
育
館
の
耐

震
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。
利
用
者
を
災
害
か

ら
守
り
、
安
全
に
施
設

を
利
用
で
き
る
よ
う
に

環
境
を
整
え
ま
す
。

　

耐
震
改
修
工
事
に
伴

い
、
町
民
体
育
館
を
一

時
閉
館
し
ま
す
。
期
間

に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
ご
連
絡
し
ま
す
。

    

健
康
で
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

認
知
症
施
策
推
進
事
業        

　
　
　
　

 

２
９
０
千
円

　

認
知
症
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
長
く
安
全
に
暮
ら
し

続
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
や
も
の
忘

れ
相
談
な
ど
で
、
地
域

全
体
が
認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、
支
え
あ
え

る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

誰
も
が
支
え
あ
っ
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
、行
政
情
報
発

信
の
た
め
、防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
ま
す
。町
有
地
な
ど
34
箇

所
（
予
定
）に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　

維
持
管
理
費
の
コ
ス
ト
縮
減
と
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た

め
、
太
子
陸
橋
修
繕
工
事
と
道
路
橋
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

策
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

認知症高齢者等見守り・声かけ体験

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

～
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
～

　

建
設
後
46
年
が
経
過

し
老
朽
化
し
た
給
食
セ

ン
タ
ー
を
改
築
し
ま
す
。

子
ど
も
の
食
育
を
推
進

し
、
安
全
安
心
な
給
食

を
安
定
的
に
提
供
す
る

環
境
を
整
え
ま
す
（
事

業
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
で
掲
載
予
定
）。

町
立
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
保
育
試
行
事
業　
　
　

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
龍
田
幼
稚
園
（
対

象
：
龍
田
・
太
田
地
区
）
と
石
海
幼
稚
園
（
対
象
：

斑
鳩
・
石
海
地
区
）
の
２
園
で
試
行
的
に
３
歳
児
保

育
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
，
４
９
７
千
円

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
し
て
い
る

中
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、

課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
月
・
火
曜

日
は
太
子
西
中
学
校
区
へ
、
水
・
金
曜
日
は
太
子
東

中
学
校
区
へ
出
向
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
事
業　
　
　
　
　
　

　

現
計
画
の
期
間
満
了
に
伴
い
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
ま
と
め
、

今
後
10
年
間
に
お
け
る
計
画
と
４
つ
の
地
域
別
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業　
　
　
　
　
　

　

幅
員
４
ｍ
未
満
の
狭
あ
い
道
路
沿
道
地
権
者
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、
拡
幅
整
備
に
必
要
な
後
退
用
地
の
分
筆
登

記
を
行
う
た
め
の
測
量
費
を
補
助
し
、
町
は
そ
の
用
地
の

寄
付
を
受
け
て
、
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

    

快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

水
道
基
幹
施
設
更
新
事
業

　

老
朽
化
の
進
む

吉
福
浄
水
場
の
浄

水
機
能
を
廃
し
、

老
原
浄
水
場
へ
水

源
を
１
本
化
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
、

試
験
浄
水
の
結
果

を
踏
ま
え
た
導
水

施
設
整
備
の
基
本

･

実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

    

美
し
く
す
が
す
が
し
い
ま
ち
づ
く
り

老原浄水場

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業　
　１

５
９
，
９
９
８
千
円

　

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
（
０
～
２
歳
児
）
を
対
象
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
消
費
税
・

地
方
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
が
、
消
費
に
与
え
る

影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
消
費
喚
起
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

※
10
月
か
ら
販
売
予
定
、
対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
を
送
付

創
業
支
援
の
た
め
の
起
業
家
支
援
事
業
補
助
金５

０
０
千
円

　

町
内
で
の
創
業
者
を
対
象
に
、
補
助
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
事
業
所
開
設
の
際
の
広
告
宣
伝
費
の
１
／
２
に
相

当
す
る
金
額
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
１
０
０
千
円
）。

    

産
業
の
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

第
６
次
太
子
町
総
合
計
画
及
び
第
２
次
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定　
　

　

現
総
合
計
画
お
よ
び
現
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
期
間
満
了
に
伴
い
、
総
合
計
画
と
総
合
戦

略
を
統
合
し
、
ま
ち
の
最
上
位
の
計
画
と
し
て
新
た
な

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

提
案
型
協
働
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　

  

２
０
０
千
円

　

住
民
と
協
働
し
て
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
住
民
活

動
団
体
か
ら
の
提
案
を
募
り
、
効
果
が
高
い
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
事
業
経
費
を
補
助
し
ま
す

（
１
０
０
千
円
／
団
体
）。
事
業
の
選
定
は
、
行
政
だ
け

で
行
う
の
で
は
な
く
、
住
民
代
表
者
に
も
参
加
い
た
だ

き
ま
す
。

  

自
治
と
連
携
に
よ
る
力
強
い
ま
ち
づ
く
り

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業

～
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
・

　
　
　
　
　

聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

１
，
３
３
３
千
円

　

聖
徳
太
子
が
檀
特
山
の
山
頂
か
ら
投
げ
た
石
と
伝
え

ら
れ
、
荘
園
の
境
界
石
と
さ
れ
る
「
鵤
荘
ぼ
う
じ
石
（
県

指
定
文
化
財
）」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
史
跡
を
め
ぐ
る
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
す
。

南
総
合
セ
ン
タ
ー
（
人
権
学
習
拠
点
）
の
充
実

　

子
育
て
世
代
や
高

齢
者
が
気
軽
に
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
る
、

人
権
学
習
拠
点
と
し

て
の
施
設
運
営
を
行

い
ま
す
。「
わ
っ
か

カ
フ
ェ
」
な
ど
に
よ

り
、
人
が
集
い
、
憩

い
、
語
り
あ
え
る
場

を
め
ざ
し
ま
す
。

    

憩
い
、
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

コーヒーメーカーやおもちゃを設置
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４
月
１
日
付
け
で
行
わ
れ
た
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
は
前
所
属
・
職
名

令和元年

総
務
部

　

部
長　

森
田  

好
紀
（
企
画
政
策
課
長
）

▼
企
画
政
策
課

　

課
長　

森
川  

敏
文
（
上
下
水
道
事
業
所
長
）

　

副
課
長
兼
会
計
課
副
課
長

　
　
　
　

桒
田  

政
知
（
税
務
課
副
課
長
）　

▼
総
務
課

　

課
長　
　

栗
岡  

正
則
（
管
理
課
長
）

　

副
課
長　

中
井  

義
之  （
同
係
長
）　

▼
財
政
課

　

係
長　

眞
木  

友
紀
（
同
主
任
主
査
）

　

主
査　

山
本  

亮
輔

（
総
務
課
付
兵
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
）

▼
税
務
課

　

副
課
長　

首
藤  

智
子（
町
民
課
副
課
長
）

生
活
福
祉
部

　

部
長　

木
村  

和
義
（
教
育
次
長
）

▼
町
民
課

　

課
長　
　

杉
原  

勝
由（
高
年
介
護
課
長
）

　

副
課
長　

村
瀬  

純
（
上
下
水
道
事
業
所
係
長
）

　

係
長　

貞
清  
洋
子（
高
年
介
護
課
係
長
）

　

係
長　

蛭
井  
の
り
子

 （
社
会
福
祉
課
係
長
）

　

主
事　

山
本  

健
太（
社
会
教
育
課
主
事
）

▼
生
活
環
境
課

　

主
査　

宗
藤  

智
洋（
議
会
事
務
局
主
査
）

▼
社
会
福
祉
課

　

係
長　

溝
端  

朋
代

（
さ
わ
や
か
健
康
課
係
長
）

　

係
長　

児
嶋  

綾
（
会
計
課
係
長
）

▼
高
年
介
護
課

　

課
長　

三
木  

孝
秀
（
町
民
課
長
）

　

係
長　

山
本  

雅
子
（
町
民
課
係
長
）

▼
さ
わ
や
か
健
康
課

　

係
長　

田
中  

秀
彦（
社
会
福
祉
課
係
長
）

　

主
査　

塚
本  

敬
士（
町
民
体
育
館
主
査
）

経
済
建
設
部

▼
産
業
経
済
課

　

主
査　

八
幡  

吉
彦

（
上
下
水
道
事
業
所
主
査
）

　

主
事　

土
井  

優
治（
社
会
福
祉
課
主
事
）

　

主
事　

西
谷  

隆
宏

（
産
業
経
済
課
付
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

［
産
業
経
済
課
付
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
派
遣
］

　

主
事　

上
田  

彩
可（
産
業
経
済
課
主
事
）

▼
ま
ち
づ
く
り
課

　

副
課
長　

高
安  

良
則
（
同
係
長
）

　

主
査　
　

室
井  

良
友（
産
業
経
済
課
主
査
）

▼
上
下
水
道
事
業
所

　

所
長　
　

山
口  

裕
之
（
同
副
所
長
）

町
職
員
の
人
事
異
動
　
教
育
長
に
沖
汐
守
彦
氏
が
就
任

　

副
所
長　

栗
岡  

秀
成

（
産
業
経
済
課
副
課
長
）

　

副
所
長　

熊
谷  

恵
之
（
財
政
課
係
長
）

　

主
査　
　

森
川  

籍
稔

（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）　

教
育
委
員
会

　

教
育
次
長　

栄
藤  

雅
雄
（
総
務
部
長
）

▼
管
理
課

　

課
長　

山
本  

紀
弘
（
総
務
課
長
）

　

主
事　

岩
佐  

美
樹
（
会
計
課
主
事
）

　

主
事　

眞　

  

拓
也
（
社
会
教
育
課
主
事
）

▼
斑
鳩
幼
稚
園

　

園
長　

川
上  

智
美
（
龍
田
幼
稚
園
長
）

　

教
諭　

小
林  

聖
子
（
石
海
幼
稚
園
教
諭
）

▼
石
海
幼
稚
園

　

主
任
教
諭　

竹
本  

佳
代

（
太
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　

教
諭　
　
　

山
本  

香
織

（
太
田
幼
稚
園
教
諭
）

▼
龍
田
幼
稚
園

　

園
長　
　
　

會
田  

利
香（

斑
鳩
幼
稚
園
長
）

　

主
任
教
諭　

森
川  

弘
子

（
石
海
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　

教
諭　

藤
澤  

早
紀
（
斑
鳩
幼
稚
園
教
諭
）

▼
社
会
教
育
課

　

主
査　

横
田  

大
輔
（
企
画
政
策
課
主
査
）

▼
町
民
体
育
館

　

館
長　

津
田  

剛
史

（
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事
務
組
合
派
遣
）

　

主
査　

森
田  

耕
平
（
総
務
課
主
査
）

▼
文
化
推
進
課

　

係
長　

出
田  

貴
樹
（
同
主
任
主
査
）

　

専
門
員
兼
図
書
館
専
門
員

　
　
　
　

片
木  

美
智
（
図
書
館
再
任
用
）

そ
の
他
機
関

▼
会
計
課

　

会
計
管
理
者
（
課
長
）

　
　
　
　
　

藏
屋  

一
彦
（
町
民
体
育
館
長
）

　

副
課
長　

中
妻  

久
美
子

（
生
活
環
境
課
係
長
）

▼
議
会
事
務
局

　

局
長　

大
谷  

員
代
（
町
民
課
副
課
長
）

　

主
事　

後
藤  

祐
子
（
町
民
課
主
事
）

▼
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事
務
組
合
派
遣

　

課
長　

福
井  

照
子（

社
会
福
祉
課
副
課
長
）

新
規
採
用

▼
企
画
政
策
課　

　

主
事　

横
尾  

千
尋

▼
総
務
課　

　

主
査　

大
上  

香
織

　

主
事　

小
野
澤  

深
雪

▼
町
民
課

　

主
事　

宮
﨑  

滉
平

▼
生
活
環
境
課

　

主
事　

田
村  

実
優

▼
社
会
福
祉
課　

　

主
事　

寺
西  

沙
紀

　

主
事　

岡
田  

康
佑

▼
高
年
介
護
課　

　

主
事　

松
下  

由
佳

▼
ま
ち
づ
く
り
課　

　

主
査　

矢
代  

一
磨

▼
社
会
教
育
課　

　

主
事　

菅
野  

涼
太

▼
石
海
幼
稚
園　

　

教
諭　

小
谷  

奈
未

▼
太
田
幼
稚
園　

　

教
諭　

外
川  

麻
奈

再
任
用

▼
文
化
推
進
課　

専
門
員　

三
輪  

修
司

▼
斑
鳩
公
民
館　

専
門
員　

中
井  

眞
由
美

退
職

▼
教
育
長　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田  

寛
文

▼
生
活
福
祉
部　
　

部
長　
　

岡
田  

俊
彦

▼
議
会
事
務
局　
　

局
長　
　

塩
井  

英
裕

▼
社
会
教
育
課　
　

副
課
長　

栗
岡  

佳
代

▼
文
化
推
進
課　
　

係
長　
　

竹
内  

義
定

▼
高
年
介
護
課　
　

主
事　
　

小
石  

秀
明

▼
管
理
課　
　
　
　

主
事　
　

玉
田  

三
希

▼
生
活
環
境
課　
　

主
事　
　

山
﨑  

可
南
子

▼
ま
ち
づ
く
り
課　

主
事　
　

矢
野  

幹
子

▼
龍
田
幼
稚
園　
　

教
諭　
　

山
田  

奏
子

▼
石
海
幼
稚
園　
　

教
諭　
　

首
藤  

萌
子

▼
町
民
課　
　
　
　

再
任
用　

廣
岡  

弘
行

▼
町
民
体
育
館　
　

再
任
用　

井
上  

仁

▼
斑
鳩
公
民
館　
　

再
任
用　

五
百
井  

真

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　

☎
２
７
７
‐
１
０
１
０

　
　

　

去
る
３
月
25
日
、
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
選
任
の
ご
同
意
を
賜
り
、
こ
の

た
び
太
子
町
教
育
長
を
拝
命
し
ま
し
た

沖
汐
守
彦
で
す
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
教
育
長
と
い

う
責
任
の
重
さ
を
身
に
し
み
て
痛
感
し

て
い
ま
す
。

　

私
の
教
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、
龍

田
小
学
校
で
し
た
。
そ
の
後
、
斑
鳩
小

学
校
や
太
子
町
教
育
委
員
会
と
、
教
員

生
活
の
前
半
17
年
間
を
お
世
話
に
な
り
、

教
員
と
し
て
の
基
盤
を
、
太
子
町
の
教

職
員
や
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
育

て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
21

年
、
再
び
太
子
町
の
教
育
に
携
わ
る
ご

縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
一
層
進
展
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、

「
今
の
大
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、

将
来
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難

な
時
代
」
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
の
人
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
３
月
、

「
和
の
ま
ち
太
子
～
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

心

豊
か
で
自
立
す
る
人
づ
く
り
～
」
を
基

本
理
念
と
し
た
太
子
町
教
育
振
興
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町

を
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

と
い
う
理
念
の
も
と
、「
大
人
が
つ
な
が

る  

子
ど
も
が
つ
な
が
る  

学
び
が
つ
な

が
る
」
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域

社
会
・
家
庭
・
学
校
園
の
更
な
る
連
携

に
よ
り
、
心
豊
か
な
自
立
し
た
人
づ
く

り
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

沖汐  守彦

【
教
育
長
就
任
あ
い
さ
つ
】

（おきしお  もりひこ）

●問い合わせ 
　企画政策課 ☎ 277-59982019 年工業統計調査

平
成
31
年
３
月
31
日
付
を
も
っ
て
、
寺
田
寛
文
氏
が
太
子
町
教
育
長
を
退
任
し
、
平

成
31
年
４
月
１
日
付
で
沖
汐
守
彦
氏
が
新
し
く
太
子
町
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　工業統計調査は、統計法に基づき従業員 4 人以上の全ての
製造事業所を対象に 6 月 1 日時点で実施します。
　５月中旬から６月にかけて統計調査員が各事業所を訪問
し、調査票の配布と記入のお願い、調査票の回収をさせて
いただきます（一部、経済産業省から直接郵送する事業所
があります）。
　調査の結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料と
して利活用されます。調査票へのご回答をお願いします。



人権一口メモ

令和元年（2019）5月号 89

No.204 問  社会教育課

　

２
０
１
９
年
度
の
住
民
学
習
会

で
活
用
い
た
だ
く
人
権
啓
発
映
画

の
タ
イ
ト
ル
は
、「
君
が
、
い
る

か
ら
」
で
す
。

　

こ
の
映
画
は
、
子
ど
も
や
若
者

が
社
会
的
に
成
長
し
自
立
し
て
い

く
た
め
に
、
人
と
人
が
関
わ
り
支

え
あ
い
な
が
ら
、
生
き
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
人
公
は
、
母
親
の
抑
圧
的
な

態
度
に
悩
む
予
備
校
生
の
「
奏
（
か

な
で
）」
で
す
。
生
き
方
を
制
限

さ
れ
、
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
己
肯

定
感
の
低
い
彼
女
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
彼
女
は
、
そ
こ
で

出
会
う
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
新
た
な
価
値
観
に
気
づ

い
て
い
き
ま
す
。
主
人
公
の
成
長

を
通
し
て
、
と
も
に
心
を
通
わ
せ

信
頼
す
る
こ
と
の
先
に
「
希
望
」

と
「
幸
せ
」
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
温
か
い
人
間
ド
ラ

マ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
若
者
は
社
会
の
希
望

で
あ
り
、
未
来
を
つ
く
る
大
切
な

存
在
で
す
。
し
か
し
、
現
実
を
顧

み
る
と
、
子
ど
も
や
若
者
が
被
害

者
や
加
害
者
に
な
る
悲
痛
な
事
件

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
こ
の
時

も
虐
待
や
い
じ
め
な
ど
に
よ
り
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
苦
し
ん
で
い
る

子
ど
も
や
若
者
が
「
す
ぐ
隣
」
に

い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
気
づ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
子
ど
も
や
若
者
の
つ
ら
い

思
い
に
気
づ
き
、
あ
り
の
ま
ま
を

受
け
止
め
、「
私
が
、
い
る
か
ら
」

と
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
こ
と

が
、
私
た
ち
周
囲
に
い
る
大
人
が

で
き
る
大
切
な
役
割
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
、
各
自
治
会
で
の
住

民
学
習
会
が
始
ま
り
ま
す
。
多
く

の
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
映
像
を

通
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
で

「
私
が
、
い
る
か
ら
」「
君
が
、
い

る
か
ら
」
と
、
関
わ
り
支
え
合
う

こ
と
で
、
大
人
や
子
ど
も
た
ち
が

つ
な
が
り
合
う
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き

る
事
は
何
か
を
考
え
る
機
会
に
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

君が、いるから

問 企
き

画
かく

政
せい

策
さく

課
か

 ☎ 277-5998

太
た い

子
し

日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょうしつ

室に参
さ ん

加
か

しませんか
　外

がいこくじん

国人が日
に

本
ほん

語
ご

や日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶための太
たい

子
し

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょうしつ

室を、毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

と月
つき

１回
かい

日
にち

曜
よう

日
び

に開
かい

催
さい

しています。
　ボランティア講

こう

師
し

と一
いっ

緒
しょ

に学
がく

習
しゅう

しませんか。
　興

きょう

味
み

がある人
ひと

は、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

している日
ひ

に役
やく

場
ば

地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

館
かん

2階
かい

スペース 1へ来
き

てください。
　分

わ

からないことがある人
ひと

は、企
き

画
かく

政
せいさく

策課
か

へお電
でん

話
わ

ください。

●日
にち

時
じ

（date）　毎
ま い

週
しゅう

土
ど

曜
よ う

日
び

　 13 時
じ

30 分
ぷん

～ 15 時
じ

　　　　　　　月
つき

1 回
かい

日
にち

曜
よう

日
び

10 時
じ

～ 12 時
じ

※ただし、休
やす

みの日
ひ

もありますので、町
まち

のホー
ムページでスケジュールをご確

かく

認
にん

ください。

●場
ば

所
しょ

（place）  役
やく

場
ば

地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

館
かん

2 階
かい

スペース 1

●内
ない

容
よう

（program）

　教
きょう

科
か

書
しょ

を使
つか

い、ボランティア講
こう

師
し

と会
かい

話
わ

をしながら、日
に

本
ほん

語
ご

を
学
まな

びます。
　また、他

ほか

の参
さん

加
か

されている外
がい

国
こく

人
じん

と交
こう

流
りゅう

することができます。

●講座内容　農作物の栽培のコツ、肥料や農薬
　　　　　  などの基礎知識
●講座時間　13 時 30 分～ 16 時
※終了時刻は講義内容により前後します
●場所　　　太子町役場、町内農地など
●講座内容　右表のとおり（講師や天候などの都合
　　　　　　  により、変更する可能性あり）
●講師　　　龍野農業改良普及センター、
　　　　　　JA 兵庫西、山陽種苗㈱ 
●対象　・町内在住または町内に農地をお持ちの人
　　　　・ニンジンを種から育ててみたい人
　　　　※過去に農業塾を修了された人を除く
●定員　　　10 名程度（応募多数の場合は抽選）
●申込方法　産業経済課窓口または電話、郵送、
　　　　　　FAX、E-mail にて次の事項をお伝え
　　　　　　ください。
　　　　　　①氏名　②年齢　③住所　
　　　　　　④電話番号　⑤農地の場所
●申込先　　産業経済課
●申込期間　４月 25 日木～５月 17 日金

日程 講座内容

６月 12 日水
開講式
夏野菜１（キャベツ・ニンジン・インゲン）
農業（農薬・肥料）の基礎知識

７月 17 日水 夏野菜２（小松菜・ネギ・ジャガイモ）

８月 21 日水
秋野菜１（大根・白菜・タマネギ）
現地実習（ニンジン播種）

９月 18 日水
秋野菜２

（エンドウ・ソラマメ・ホウレンソウ）

10 月９日水
果樹の作り方（太子いちじくなど）
現地実習（農地見学）

11 月上旬 現地実習（農地見学）

12 月 11 日水
春野菜１（トマト・ナス・コーン）
現地実習（ニンジン収穫）

１月 15 日水
春野菜２

（キュウリ・スイカ・カボチャ・サツマイモ）

２月 12 日水 閉講式 / 直売所の紹介、農業施策など

　「農業に興味がある」「栽培方法のアドバイスが欲しい」と思っている人、日ごろの疑問を
解決できるチャンスです。ニンジンの種をお渡ししますので、講義で学びながら実際に種か
ら育ててみましょう。

●問い合わせ 
　産業経済課   鵤 280-1 
　☎ 277-5993　FAX 277-6041　
　E-mail sankei@town.hyogo-taishi.lg.jp

太子ふれあい農業塾の開講

問 歴史資料館 ☎ 277-5100

古文書入門講座の講座生募集
　古文書を勉強したい人、興味のある人を対象
に、入門講座を開催します。全３回のコースを、
講座ごとに３度開催予定です。

●開講日時
　講座①　６月６日木・13 日木・20 日木
　　　　　10 時～ 11 時 30 分
　講座②　７月 24 日水・25 日木・26 日金
　　　　　10 時～ 11 時 30 分
　講座③　９月 15 日日・22 日日・29 日日
　　　　　14 時～ 15 時 30 分
●場所　　　歴史資料館
●対象　　　古文書解読を経験してみたい人
　　　　　　（未経験者もしくは初心者）
●講師　　　歴史資料館学芸員
●募集人数　各回６名程度
　　　　　　（応募多数の場合は抽選）
●申込方法　窓口に直接申込
●申込み先　歴史資料館
●申込期限　５月 24 日金

問

機能別消防団員の運用に関する覚書
～企業連携消防団が誕生～

生活環境課 ☎ 277-1015

　３月 29 日、役場行政棟３階ホールで「機能別
消防団員の運用に関する覚書」調印式を行いまし
た。消防団員のなり手が不足する中、「企業連携消
防団」の第 1 号として、㈱うかいやの従業員で消
防団が編成されました。今後は、平日昼間の地域
の防災力維持に尽力いただくとともに、地元の消
防団員と連携して活動していただきます。

問 さわやか健康課 ☎ 276-6630

5 歳児発達相談の実施
　　臨床心理士が発達検査や知能検査、医師が発

達相談を実施します。お子さんの得意なことや
苦手なことを一緒に探し、その上でどう関わっ
ていくのかをアドバイスします。

　※障害の有無を判定するものではありません。
●実施内容（予約制）
①臨床心理士による初回面接（保護者の来所）
②臨床心理士による発達または知能検査
　（子どもと保護者が来所）
③医師による発達相談（子どもと保護者が来所）
※③の発達相談実施日
　５月 30 日木、７月 25 日木、９月 19 日木、
　 11 月 21 日木、１月 16 日木、３月 19 日木
　（1 日 3 組　14 時～、15 時～、16 時～） 
●場所　保健福祉会館（老原 102-1）
●対象　町内に住所を有する 5 歳児（平成 26 年

４月２日～平成 27 年４月１日生まれ）および
６歳児（平成 25 年４月２日～平成 26 年４月１
日生まれ）とその保護者

●利用料金　①～③各 500 円
●申込方法　電話申込年間スケジュール
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●問い合わせ 
　社会教育課
　☎ 277-1017　FAX277-2201
　E-mail syakyo@town.hyogo-taishi.lg.jp

2020 年成人式
　　　　企画運営委員の募集

●対象
　平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１日生まれ

の町内出身者
　【中学校の卒業年月】
　平成 26 年３月（平成 25 年度）卒業生

●企画運営委員の活動内容
　成人式までに５回程度の会議を予定
　・新成人の誓いのことば　・式典の司会進行
　・アトラクションの企画　・準備
　・記念品の贈呈　　　　　・会場受付　　　
　・ピアノ演奏（弾ける人がいる場合）　

●申込期限　６月７日金
●募集人員　20 名（先着順）
●申込方法　窓口または電話、FAX、メール
●申込み先　社会教育課

　2020 年太子町成人式を開催するにあたり、新成人による企画運営委員会委員を募集
します。お一人でもグループでもお気軽にお申し込みください。
　思い出に残る成人式をつくりませんか。

抗体検査
●助成対象者
　町民で、次の要件に該当する人
　①妊娠を希望する満 19 歳以上（受検日年齢）の女性
　②妊婦の夫（母子健康手帳で確認します）
※妊婦は接種できません
※過去に町の風しん予防接種助成事業で予防接種

を受けた人は対象外です
※妊娠前の女性は、風しん予防接種の接種前 1 カ

月、接種後 2 カ月は避妊が必要です
●検査方法　　血液検査（HI 法・EIA 法）
●個人負担金　2,000 円

予防接種
●助成対象者
　　町民で、次の要件に該当し、抗体検査で「風し

ん抗体価が HI 法で 16 倍以下または EIA 法で 8.0
未満」と診断された人

　①妊娠を希望する満19 歳以上（受検日年齢）の女性
　②妊婦の夫（母子健康手帳で確認します）

●助成対象ワクチン
　麻 し ん 風 し ん 混 合（ Ｍ Ｒ ） ワ ク チ ン ま た は

風しん単抗原ワクチン
●個人負担金　1,000 円　　

受検および接種方法
◎さわやか健康課に電話で申請（接種歴確認の上、

予診票・注意書を本人宛に送付します）
◎実施医療機関に事前に連絡し、受検または接種

ください
◎受検または接種当日は、住所や年齢を確認でき

る書類（運転免許証や健康保険証など）をご提
示ください

◎対象者で②に該当する人は、母子健康手帳も
ご提示ください

注意事項
◎助成は 1 人 1 回限りです
◎生活保護世帯に属する人は無料です。電話で

申請の際、お申し出ください

風しん抗体検査・
予防接種費用を助成します

●問い合わせ 
　さわやか健康課☎ 276-6630

　妊娠初期の女性が風しんに感染すると、赤ちゃんが白内障や先天性心疾患、難聴などの障
害を起こす先天性風しん症候群という病気にかかって生まれてくる恐れがあり、注意が必要
です。風しんの予防は、予防接種が基本です。
　町では、地域における風しんの流行を防ぎ、妊婦と赤ちゃんの健康を守るため、風しん抗
体検査および予防接種の費用を助成します。

町税などの納付方法　※詳しくは、町ホームページをご覧ください
納付方法 納付場所など 納付できる町税など

PayB ※１
【対象金融機関】順次拡大中です

りそな銀行、じぶん銀行、みずほ銀行、三菱 UFJ 銀行、
ゆうちょ銀行、イオン銀行、ジャパネット銀行

○町県民税　　
○固定資産税
○軽自動車税　
○国民健康保険税
○後期高齢者医療保険料
○介護保険料　
○保育所保育料
○学童保育園保護者負担金
○墓園管理料
○水道料金・下水道使用料
※４

窓口納付

①税務課・役場
内の農協窓口

②対象金融機関
の窓口

【対象金融機関】
兵庫西農業協同組合、みなと銀行、
三井住友銀行、りそな銀行、兵庫信
用金庫、播州信用金庫、西兵庫信
用金庫、姫路信用金庫、ゆうちょ銀
行・郵便局

口座振替※ 2
対象金融機関の
預貯金口座から
納付

コンビニ収納 コンビニ用納付書の裏面記載の対象コンビニエンスストア

クレジット収納

   ※３
　　インターネット Web サイト

　　　　　「Yahoo! 公金支払い」で納付

○町県民税　　○固定資産税
○軽自動車税　○国民健康保険税
※４

※１PayB で納付した場合、領収書は発行されません　  ※３納税金額に応じて決済手数料金額が変わります　
※２役場・対象金融機関窓口で事前申込みが必要です　※４給与特別徴収、法人町民税は窓口納付のみです

　５月から、スマートフォンなどで納付ができるリアルタイム口座振替サービス「Ｐａ y Ｂ
（ペイビー）」への対応を開始しました。
　ＰａｙＢは、コンビニ用納付書に記載のバーコードをスマートフォンやタブレットなどで
読み取るだけで、事前に登録しておいた預貯金口座から手数料不要で支払いができる決済
アプリです。納付書を金融機関やコンビニの窓口に持っていく必要がなく納付ができます。
※アプリのインストールや利用決済時の通信料がかかります

●問い合わせ 
　税務課収税管理室 ☎ 277-5700５月からスマホで

町税などの納付ができます

PayB ホームページ

●問い合わせ
   太子町観光協会 ☎ 277-2566
　㈱国際旅行 　   ☎ 273-2421

タイシたもんやで！
太子めぐりツアーの参加者募集
～聖徳太子 1400 年プロジェクト～

●日時　　　5 月 18 日土
●集合場所　① JR 網干駅南口 9 時 30 分
　　　　　　②あすかホール北側駐車場 9 時 45 分
※申込み時に集合場所をお伝えください
●ツアー行程
　各集合場所 → みそ作り（あすかホール）→ 昼食
（森重） → 和らぎ広場で地元菓子の買い物 → 
斑鳩寺（副住職講話） → 黒岡神社 → 各集合場所
まで送迎（16 時頃終了予定）

※歩きやすい靴でお越しください。
●定員　　　約 50 人（町内在住者優先枠有り）
●参加費　　4,000 円（昼食代含む）
●申込方法
　株式会社国際旅行（姫路市網干区和久 509-1
　アサヒビル 1F）の窓口または電話申込
※ 4 月 28 日日、29 日🈷、5 月 3 日金～ 6 日🈷は休業
●申込期限　5 月 8 日水
●主催　　　太子町観光協会

　日頃暮らしているまちを舞台に、さまざまな地元の宝物をバスで巡り、それを支える人の
想いにふれ、交流も楽しめるツアーを開催します。

●利用方法　①スマートフォンアプリ「PayB」をダウンロード　
　　　　　　②氏名、生年月日、支払い方法などを事前登録
　　　　　　③コンビニ用納付書に記載のバーコードを読み取り、暗証番号を入力　　　　
　　　　　　④支払完了
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健康ダイアリー Health diary
乳がんは発見しやすく治りやすい

～毎月の自己検診と2年に1回の乳がん検診受診が鍵～

※母子健康手帳の交付、妊婦健康診査受診券の　
交付は随時行っています。妊娠が確認できれば　
お早めにさわやか健康課へお越しください。健康

ひろば ５月 ●問い合わせ・事業場所
　さわやか健康課（保健福祉会館）
　☎ 276-6630　FAX 276-6631

エイズ・肝炎相談　　　   ☎ 0791-63-5140
　（HIV・肝炎ウィルス検査）
　５月７・21 日火 13 時～ 14 時 50 分
　（検査・相談は無料・匿名可）
栄養相談　　　　　　　   ☎ 0791-63-5677
　５月 13 日🈷 10 時～ 11 時 30 分
　栄養に関する専門的な相談、食品の栄養成

分表示の方法と活用の相談などに応じます。

龍野健康福祉事務所の相談

相談場所　龍野健康福祉事務所
　　　　　 （たつの市龍野町富永 1311-3）

相談

こころのケア相談　　　   ☎ 0791-63-5687
　５月 10 日金 13 時～ 15 時
　精神疾患、認知症、アルコールの問題など

に関する相談や心の悩み、不安に応じます。

●テーマ　『口から始める健康増進』
　　　　　～要介護にならないために～
●日時　5 月 30 日木 13 時 30 分～ 15 時
●場所　特別養護老人ホーム
　　　　まほろばの里 地域交流スペース
●講師　安東  信行さん
　　　　（アンデンタルオフィス院長）
●定員　80 名（先着順）
●申込方法　電話申込
　　　　　　まほろばの里 ☎ 275-1862
●申込期限　5 月 23 日木
●問合せ先　高年介護課☎ 276-6639　　　　　　　　　　　　 

乳児健康診査
　5 月 29 日水
　対象　2019 年１月生まれ
乳児相談
　5 月 28 日火
　対象　2018 年９月生まれ
１歳６カ月児健康診査
　5 月 22 日水
　対象　2017 年 10 月生まれ
３歳児健康診査
　5 月８日水
　対象　2015 年 11 月生まれ

まちの保健室
　５月 13・27 日🈷９時 30 分～ 11 時 30 分
　保健師と栄養士が健康相談に応じます。

要
申込

要
申込介護予防教室

健康診査

健康管理課

地域保健課

★対象者に個人通知

受付時間　13 時 30 分～ 14 時 15 分

　もうすぐ出産・育児を迎えるご夫婦を支援
する教室です。赤ちゃんが生まれた後の生活
を疑似体験してみませんか。
●日時　６月 23 日日９時 30 分～ 12 時
　　　　（受付は９時 10 分～）
●場所　保健福祉会館
●内容　妊婦体験や沐浴実習、出産・育児の
　　　　体験談を直接聞ける赤ちゃん・先輩
　　　　パパママとの交流
●対象　もうすぐ出産・育児を迎えるご夫婦
●申込方法　窓口または電話申込
●申込み先　さわやか健康課☎ 276-6630
●申込期間　５月 27 日🈷～６月 21 日金

要
申込パパママスクール

　乳がんは女性に一番多いがんで、乳房にしこり
をつくる病気です。しこりを感じなくても、乳頭
から血液のような異常な分泌物が出てきて見つか
ることもあります。40 ～ 50 歳代をピークに発症
や死亡する人が増加していて、女性の約 11 人に 1
人が生涯で乳がんにかかるといわれています。
　年間約 9 万人が乳がんを発症しますが、5 年生
存率は 91.1％と高く、早期発見・早期治療の場合は、
治療にかかる負担もより少なくなります。
　一方、乳がんが進行するとリンパ節や骨、乳房
以外の臓器にがん細胞が転移して、さまざまな症
状を引き起こし、命を脅かします。ごく稀ですが、
男性も女性の 100 分の 1 の頻度で発症します。
　　　　　　　
乳がんを早く発見するには

【自己検診】
　乳がんは自分で見つけることができるがんの一
つです。内臓と異なり、乳房は体の表面にあるた
め検査しやすく、自分で触って発見することも可
能です。
　乳房の異変に気づくために、日頃から自分の乳
房の状態を把握していることが大切です。「私は大
丈夫」といい切れる人は 1 人もいません。毎月、
乳腺の張りが少ない月経終了の 1 週間後ぐらいに、
また、閉経した人は毎月、日を決めて調べましょう。
自己検診の習慣が、乳がんを早期に見つける機会
になります。
　実際、自己検診をして、乳房の小さなしこりや
乳頭からの異常な分泌物に気づき、早期治療につ
ながっている人がいます。

●乳がんのできやすいところ　
　乳房の外側の上方が一番多く、
次いで内側の上方、外側の下方、
乳首付近および内側の下方の順
になっています。

●自己検診法について
①鏡の前に立ち、両手を挙げ、形の左右差、くぼみ、

ひきつれ、ただれなどがないかをチェックします。
②入浴時に調べたい方の手をしっかり上げて、石

けんをつけた人差し指・中指・薬指の腹を滑ら

せるように軽く圧迫して、小さく動かしながら
しこりがないかをまんべんなくチェックします。

③乳頭を指でつまみ、血液のような異常な分泌物
がないか、わきの下にしこりがないかをチェッ
クします。

　町では乳がんの自己検診を広く普及するため、
平成 29 年 10 月号の広報配布時に、入浴時に水で
壁に貼って使える「お風呂で乳がんチェックシー
ト」を全世帯に配布し、以降は転入された人には
転入手続きの際にお渡ししています。ぜひご活用
ください。お手元にない場合は再度お渡しできま
すので、気軽にお問い合わせください。

 【乳がん検診】
　40 歳以上の女性は 2 年に 1 回、乳がん検診を受
けましょう。マンモグラフィ検査は乳房を板では
さんで撮影します。乳房を薄くすることで小さな
腫瘍も見つけやすく、被ばくも減ります。
　ただし、がんがあってもがんが見つからない場
合やがんでないのにがんが疑われる場合もありま
す。定期的な検診と併せて、習慣的な自己検診が
大切です。
　検診を受ける年齢に達していなくても、乳房に
しこりなどの異常を感じたり、乳頭から血液のよ
うな分泌物が出てきたりした場合は、早急に乳腺
外来がある医療機関を受診しましょう。
　町では、乳がん検診（40 歳以上）および子宮が
ん検診（20 歳以上）を 2 年に 1 回受診いただける
ように、レディース検診（集団検診）と総合健診（個
別検診）を実施しています。受診方法などの詳細は、
広報たいし 4 月号と一緒に全世帯に配布している
ピンク色のちらし「2019 年度健診のご案内」もし
くは町ホームページをご覧いただくか、さわやか
健康課 ( ☎ 276-6630) へお問い合わせください。

　がんは「みつかること」が怖いのではなく、「知
らないままでいること」が怖いのです。2 年に 1
回は、検診を受けましょう。
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個人番号カードは順次交付しています（要予約）
個人番号カードの申請に必要な写真を町民課で無料
撮影します。混雑時は写真のお渡しまでに時間がか
かる場合があります。

平日
8時30分～17時15分

開庁
時間

教
職
員
の
学
校
業
務

改
善
の
取
組
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理
課

　

国
が
「
働
き
方
改
革
」
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推

進
す
る
中
、
県
・
町
教
育
委
員
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で
は
、
教
職
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が
時
間
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・

精
神
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と
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を
も
っ
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児
童

生
徒
と
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き
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と
で
、
教

育
活
動
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な
る
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を
図

る
た
め
、
学
校
業
務
改
善
を
推

進
し
て
い
ま
す
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町
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、

「
教
職
員
定
時
退
勤
日
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や
適
切
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「
ノ
ー
部
活
デ
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設
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し
、

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
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児
童
生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る

学
校
生
活
の
確
保
、
心
身
共
に
バ

ラ
ン
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と
れ
た
実
り
あ
る
部

活
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実
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、
す
べ
て
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教
職
員
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一
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と
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児
童
生
徒
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し
っ
か
り
向
き
合
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と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

た
い
し
っ
子
悩
み
相
談

（
教
育
相
談
）

　

  

管
理
課

　

町
教
育
委
員
会
に
は
、
悩
み
や

不
安
を
抱
い
た
児
童
生
徒
の
相
談

や
保
護
者
に
助
言
を
行
う
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
児
童
生
徒
を

と
り
ま
く
環
境
改
善
を
図
る
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

教
育
全
般
の
相
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に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
学
校
教
育
指
導
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
教
育
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

面
談
に
つ
い
て
は
、
予
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が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
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で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

  

姫
路
河
川
国
道
事
務
所

☎
２
８
２
‐
８
５
０
５

　

河
川
を
優
し
く
見
守
っ
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
任
期　

７
月
１
日
月
〜

　
　
　
　

２
０
２
０
年
６
月
30
日
火

●
応
募
資
格　

町
内
在
住
で
林

田
川
沿
い
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
謝
礼　

４
，５
０
０
円
／
月
程
度

●
申
込
方
法　

姫
路
河
川
国
道
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
w
w
.k
k
r.m

lit.g
o
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/

him
eji/

）
内
に
あ
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応
募
用
紙

に
ご
記
入
の
上
、
申
込

●
申
込
み
先

◎
国
土
交
通
省
姫
路
河
川
国
道
事

務
所 

河
川
管
理
第
一
課
（
姫

路
市
北
条
１
丁
目
２
５
０
）

　

☎
２
８
２
‐
８
５
０
５

◎
余
部
出
張
所
（
姫
路
市
網
干
区

坂
出
１
５
５
‐
１
５
）

　

☎
２
７
４
‐
１
７
０
７

●
申
込
期
限　

６
月
５
日
水

さ
ざ
ん
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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化
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進
課

◎
美
術
展　

絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、

コ
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
俳
句
展
示

●
日
時　

５
月
16
日
木

　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　
　
　
　

５
月
17
日
金
〜
18
日
土

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

５
月
19
日
日

　
　
　
　

９ 

時
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16 

時　

●
場
所　

あ
す
か
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

◎
芸
能　

大
正
琴
、
筝
曲
、
民
謡
、

舞
踊
、
新
舞
踊
、
詩
舞
道
、

　

播
州
音
頭
、
詩
吟

●
日
時　

５
月
19
日
日

　
　
　
　

12
時
30
分
〜　

●
場
所　

あ
す
か
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

●
主
催　

太
子
町
文
化
協
会

●
後
援　

太
子
町
教
育
委
員
会

看
護
職
合
同
就
職
説
明
会

in
西
播

　

  

兵
庫
県
看
護
協
会
西
播
支
部

☎
２
９
３
‐
３
１
３
１　

　
　
　
　
　
　

  （
内
線
５
１
４
１
）　

　

復
職
を
希
望
す
る
看
護
師
や
看

護
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
、中
・

西
播
磨
地
域
の
33
病
院
合
同
就
職

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
18
日
土
12
時
〜
16
時

●
場
所　

イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ

　
（
姫
路
市
本
町
68
番
地
２
９
０
）

●
参
加
費　

無
料

※
参
加
申
込
み
は
不
要

※
一
時
保
育
あ
り

問

問

図書の青空リサイクル
　　　    　　　図書館 ☎ 277-1580

　古くなり、図書館で利用しなくなった本
や雑誌を無料で提供します。一人 10冊ま
で持ち帰れます。

●日時　５月 11日土 10時 30分～ 15時
　　　　（雨天延期時５月 12日日）

●場所　図書館玄関前（鵤 1310 -７）
※持ち帰り用の袋をご持参ください。

宝くじ助成金で糸井の
祭り屋台を改修しました

社会教育課

　糸井屋台保存会が（一財）自治総合セン
ターの宝くじ助成金（コミュニティ助成事
業）を活用し、屋台屋根と斗組の改修、房
の新調、隅絞りの改修を行いました。
　装いを新たにした糸井屋台は、魚吹八幡
神社秋季例祭において披露されます。
　宝くじ助成金は、今後もコミュニティ
づくりの推進と伝統文化の継承に役立て
られます。

NEW
S

NEW
S

問

問

問  

問

問
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5月

16

情報館
らしの暮

図書館　☎ 277-1580

スポーツを読む、スポーツをみる

ウルトラマラソン必勝バイブル　　                  メイツ出版

99％の人が速くなる走り方　　     　  平岩  時雄 ●  筑摩書房

基礎から始めるスポーツクライミング   　　　　　日本文芸社

甲辞園　　　　　　　　　　　　  ベースボール・マガジン社

生き物としての力を取り戻す 50 の自然体験　　　　　　　　　  
オライリー・ジャパン

大延長　　　                                   堂場  舜一 ●  実業之日本社　
サクリファイス　　　　                         近藤  史恵 ●  新潮社

風が強く吹いている　 　                        三浦  しをん ●  新潮社

武士道シックスティーン                      誉田  哲也 ●  文藝春秋

チア男子                                                    朝井  リョウ ●  集英社

監督の問題           　                                本城  雅人 ●  講談社

マシュマロナイン                               横関  大 ●  KADOKAWA

図書館で借りた本は、移動図書館でも返却できます。

31 日金は館内整理のため返却のみ受付。

日 月 火 水 木 金

3 4
土

10 118 965 7
1 2

月の開館日
開館時間：10時～18時（金曜日は20時まで開館）

印は休館

17 1815 161312 14
24 25
31

22 23
30

2019 21
292726 28

5 ×

移動図書館（木曜日）

5月

16日

10：30～
10：50

塚 　 森
地 域 内

沖 　 代
地 域 内

米 　 田
公 会 堂

原
太田東地区農村
交流センター

竹 広 南
公 民 館

福 　 地
（三反長）
地 域 内

14：30～
14：50

15：30～
15：50

16：00～
16：30

15：00～
15：20

11：00～
11：20

23日

30日

山　　田
掲示板前

原池団地
公 民 館

太子ニュー
タ ウ ン
公 民 館

広 　 坂
公 民 館

吉 　 福
公 民 館

上太田
公民館

歴史資料館　☎ 277-5100　FAX 276-6800

常設展示「太子町の歴史」開催中
　町内から出土した考古資料や、法隆寺領鵤荘、
山陽道の宿場町・鵤などのテーマで、町の歴史を
紹介しています（入館無料）。

歴史講座「東播磨で考古学三昧」
　生石神社の石の宝殿や、町からも資料を出品し
ている「縄文土器とその世界」展開催中の県立考
古博物館などを訪ね、東播磨で考古学を楽しみま
せんか。
　５月 18 日土８時 30 分～ 17 時 30 分
　集合場所　あすかホール北駐車場
　定員　　　30 人（先着順）
　参加費　　3,200 円（昼食代含む）
　申込期限　５月 10 日金

荘園の現地を歩く見学会「岩見井を歩こう」
　中世荘園の現地を歩き、現在も生き続ける荘園
の名残りを訪ねる見学会を行います。
　日時　　　５月 26 日日９時～ 16 時（予定）

　集合場所　ＪＲ網干駅
　　　　　　（※ 解散は龍野橋東詰バス停）
　募集人数　25 名程度
　参加費　　100 円（保険料、当日集金します）
　申込締切　５月 19 日日
　申込方法　歴史資料館（電話・FAX 可）
※ 詳しくは歴史資料館にお問い合わせください。

歴史探検隊「檀特山から、町を眺めてみよう」
　聖徳太子の投げ石や徳道上人の感動岩などの文
化財巡りをしながら、聖徳太子や応神天皇も登っ
たという、檀特山に登りましょう。
　６月１日土９時～ 12 時（予定）
　集合場所　歴史資料館（解散も同じ）
　定員　　　25 人程度
　参加費　　100 円（保険料）
　申込期限　５月 26 日日まで
※小学生の皆さんだけでも参加できますが、小学

３年生以下は、保護者の同伴が必要です。

揖
龍
地
域
活
動

栄
養
士
会
会
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募
集

　
  

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所

☎
０
７
９
１
‐
６
３
‐
５
６
７
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栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
お
持
ち
の
人
、
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

毎
月
第
３
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

龍
野
健
康
福
祉
事
務
所　

栄
養
指
導
室
（
た
つ
の
市
龍

野
町
富
永
１
３
１
１
‐
３
）

●
入
会
資
格　

栄
養
士
ま
た
は

管
理
栄
養
士
の
免
許
取
得
者

●
活
動
内
容

◎
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
自

主
勉
強
会
や
施
設
見
学

◎
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
食
育

活
動

◎
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
老
人

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
の
食
に

関
す
る
紙
芝
居　
　

な
ど

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
高
等
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
出
場

　

山
根  

朋
子
さ
ん
（
東
南
）

全
国
高
等
学
校
剣
道選抜

大
会
出
場

　

内
匠  

優
翔
さ
ん
（
北
村
）

春
季
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

　

菅  

爽
雲
さ
ん
（
斑
鳩
小
）

　

田
原  

壱
巧
さ
ん
（
斑
鳩
小
）

太
子
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

　

  

さ
わ
や
か
健
康
課

●
5
０
0
万
歩
達
成
者

　

橋
本  　

夫
さ
ん
（
宮
本
）

　

八
木  

正
巳
さ
ん
（
糸
井
池
）

相
談
・
窓
口
・
教
室

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

5
月
8
日
水
・
６
月
12
日
水

13
時
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

人
権
・
行
政
相
談

　

5
月
16
日
木
13
時
30
分
～
15
時

　

６
月
３
日
月
13
時
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

日
本
語
教
室（
外
国
人
対
象
）【
要
申
込
】

　

５
月
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・
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・
25
日
土

　

13
時
30
分
～
15
時

　

５
月
12
日
日
10
時
～
12
時

　

場
所　

地
域
交
流
館
ス
ペ
ー
ス
１

　

担
当　

企
画
政
策
課

消
費
生
活
相
談
【
電
話
相
談
可
】

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

生
活
環
境
課

無
料
税
務
相
談
【
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社
会
福
祉
協
議
会

問

問

  お試し商品を
インターネットで 注文したら

生活環境課
【事例】
　スマートフォンに表示された広告で「お
試し 980 円」という化粧品をみつけ、購
入した。商品が届き、代金を支払ったが、
２回目の発送通知メールが届いた。驚い
て事業者に連絡したところ、「初回のお試
しコースは最低４回の定期購入が必要で、
２回目からは 6,800 円」といわれた。定
期購入だとは知らなかった。何とかなら
ないだろうか。（20 代女性）

【アドバイス】
　お試し商品を購入したつもりが定期購
入になっていたというネット通販のトラ
ブルが報告されています。通信販売には
クーリングオフの制度はありません。購
入前に、条件や返品特約の有無などを画
面でしっかり確認しましょう。定期購入
が条件になっていないか、回数や総額に
注意してください。ＳＮＳ上の広告から
申し込むと、後日サイトが見付からない
ことがあります。申し込み時に表示され
た画面は、保存・印刷しておきましょう。
　何かお困りのことがあれば、消費生
活相談窓口（生活環境課）までご相談
ください。

消費生活ワンポイント

問

公用車を売却します
西はりま消防組合  ☎ 0791-76-7119

　西はりま消防組合の公用車４台を一般
競争入札により売却します。
　入札に参加することができるのは、西
はりま消防組合構成市町（太子町、相生市、
たつの市、宍粟市および佐用町）内に本店・
支店を有する事業所もしくは住民票を有
する個人とします。
　詳しくは、西はりま消防組合ホームペー
ジをご覧ください。

問  
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川中美幸コンサート 2019
　8 月 29 日木
　昼公演　開場　12 時 30 分～　
　　　　　開演　13 時～
　夜公演　開場　16 時 30 分～　
　　　　　開演　17 時～
　場所　あすかホール大ホール
　料金　6,000 円（全席指定）

第 16 回太子音楽祭
　町内で活動しているコーラスグループが、自ら
企画し開催するコンサートです。ご覧ください。

　6 月 16 日日　
　開場　13 時～
　開演　13 時 30 分～
　場所　あすかホール大ホール
　出演　カナリアの会、アンダンテ、コールひま

わり、西はりま混声合唱団、石海コーラ
スわすれな草、太子おとのね児童合唱団、
fan fun mummy

ふれあいホールの貸館中止のお知らせ
　2020 年３月 31 日まで、ふれあいホールの貸館
を中止させていただきます。

入場無料

あすかホール　☎ 277-2300

まちの子育てひろば「おひさま」
「こいのぼりで遊ぼう」
　５月 10 日金 10 時 30 分～ 11 時 30 分

「リトミック」
　５月 24 日金 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　講師　朝田  祐子さん、玉田  佐津紀さん（伴奏）

　持ち物　お茶
　※動きやすい服装でお越しください
●対象　未就園児とその保護者
※年度の初回参加時に保険代 500 円程度が必要です

子育て学習センター『のびすく』　　☎ 080-8501-1146

好評発売中

児童館　☎ 277-3880
ヨチヨチグループ（0 歳児～ 1 歳児）
　５月 21・28 日火 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※第３火曜日は職員による手遊び・絵本などを行

います
幼児映画会（2 歳児～ 3 歳児）
　５月 17・24・31 日金 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※職員による手遊び・ミニシアターなどもあります。
子ども映画会（幼児～小学生）
　５月 18 日土 10 時～ 11 時

ベビーマッサージ教室（0 歳～ 1 歳半）
【第１回】５月 30 日木 10 時～ 11 時
【第２回】６月 27 日木 10 時～ 11 時
【第３回】７月 11 日木 10 時～ 11 時
※３回とも参加できる人に限ります。
対象　0 歳～ 1 歳半の赤ちゃんとお母さん
定員　10 名（先着順）
参加費　各回参加費 500 円（オイル代込み）

持ち物　バスタオル・ミルク（水分補給用）
申込開始日　５月４日土
申込方法　児童館窓口で申し込み

親子リトミック教室 (1 歳児～ 2 歳児）
【第１回】５月 28 日火 10 時 30 分～ 11 時
【第２回】６月 25 日火 10 時 30 分～ 11 時
【第３回】７月９日火 10 時 30 分～ 11 時
※３回とも参加できる人に限ります。
対象　１・２歳児とお母さん
定員　10 名（先着順）
持ち物　バスタオル
※寝転がるため、気になる人はお持ちください
申込開始日　５月４日土
申込方法　児童館窓口で申し込み

どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます。

町長旗争奪社会人野球大会
　５月 26 日日 9 時～　　場所　町民グラウンド

陸上競技場の利用時間の延長
　日照時間が長くなる次の期間の利用時間を延長
します。

◎～５月 15 日水９時～ 18 時
◎５月 16 日木～８月 15 日木９時～ 19 時
◎８月 16 日金～８月 31 日土９時～ 18 時
※休場日（月曜）は除く
※テニスコートは 21 時まで使用可

町民体育館　☎ 277-4800 総合公園陸上競技場 ☎ 277-2296

●● 文化推進課　☎ 277-2300 ●●
書道　５月６・20 日月 13 時 30 分～
　　　場所　あすかホール創作室
かるた会　
　５月 11 日土 9 時 30 分～
　場所　あすかホール和室
こども劇場「中国楽器の調べ」
　５月 19 日日 10 時 30 分～
　場所　あすかホール研修室
　出演　寺田  瑞穂さん・太田  明日香さん
　　　　市場  誠一さん

たちばな大学一般教養講座
　「音楽療法  歌って脳トレ＆ときめきコンサート」
　５月 22 日水９時 30 分～
　場所　あすかホール中ホール
　講師　大勢  美智子さん（兵庫県音楽療法士）

●●斑鳩公民館　☎ 277-4550 ●●
文化教養講座「播磨の歴史を知ろう」
　５月 14 日火９時 30 分～
　講師　窪田  憲龍さん
ふれあい茶道教室
　「こどもと大人で一緒に茶道に親しもう」
　５月 18 日土９時 30 分～
　講師　春井  千鶴さん

●●石海公民館　☎ 277-4511 ●●
子ども茶道
　５月 11 日土 13 時 30 分～

　講師　原田  和恵さん　
●●太田公民館　☎ 277-4811 ●●
こども現代アート
　５月 11 日土 13 時 30 分～
　講師　山口  謙二さん
こどもクッキング
　５月 18 日土９時 30 分～
　講師　宮中  真智子さん
こども華道
　５月 18 日土 13 時 30 分～
　講師　玉田  恵甫さん（未生流）
伝筆（つてふで）
　５月 24 日金９時 30 分～
　講師　円尾  裕子さん

●●龍田公民館　☎ 276-0044 ●●
文化教養講座　「笑涯元気！生涯現役！」
　５月 16 日木 13 時 30 分～
　講師　田口  たえ子さん（健康運動指導士）

パソコン教室　※一般募集は終了しました
　５月 18 日土 13 時 30 分～
　講師　岡田  義憲さん

●●南総合センター　☎ 277-1102 ●●
人間の生き方講座「メキシコ・陽気な国」
　５月８日水９時 30 分～
　講師　アナロサ・アレドンドさん
　　　　（姫路市国際理解出前講座講師）
　※手話通訳あり

社会教育・生涯教育

はらっぱ絵本の時間
　紙芝居「999 ひきのきょうだいのおひっこし」
の読み聞かせ会を開催します。
　読み聞かせの後は、手遊びやリトミックを楽しみ
ましょう。

●日時　５月 22 日水 15 時～ 15 時 30 分
●場所　地域交流館交流ラウンジ
●対象　２歳児～５歳児

地域交流館『はらっぱ』　☎ 277-6005
入場無料
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学生が焼きまんじゅうを PR小
太子みそを使った新たなお土産発売

御菓子司さくらやと太田小学校「未来プロジェ
クト」のコラボレーションにより、聖徳太子に
まつわる伝統芸能にちなんだ焼きまんじゅう

「法伝哉～ほうでんや～」が発売されました。平
方法伝哉保存会に協力いただき、児童たちは紹
介 DVD や衣装などを通して伝統芸能に触れ、商
品説明のしおりを作成しました。地域の協力を
得て誕生した商品をぜひご賞味ください。

3 月 6 日、斑鳩小学校で 6 年生による公演劇「よ
みがえる斑鳩寺」が披露されました。この劇は、

「斑鳩寺物語プロジェクト」の学習を通じ、町の
歴史などを調べてきた一年間の集大成として、
児童全員で脚本などを手掛け、作りあげられた
ものです。斑鳩寺の大谷住職など多くの人が鑑
賞するなか、堂々とした姿で演じました。

３月 24 日、あすかホール創作室で音楽と絵画
のコラボレーションイベントを開催しました。
これは、石坂美佳さん（フルート奏者）のフルー
トとセッションしながら、山口謙二さん（現代
アート作家）が大きな窓ガラスに絵を描くもの
です。観客は素敵な音色を聴きながら、窓ガラ
スに描かれる絵に魅了されました。

に乗った芸術作品音 ライブペイント「一音一絵」

４月９日、各小・中学校で入学式を行い、新入
生である小学校児童 332 人と中学校生徒 370 人
が新しいスタートを切りました。新一年生へ上
級生から歓迎の言葉がかけられ、とても温かい
雰囲気で迎えられました。これから、友だちが
たくさんできて、楽しい学校生活が送れるとい
いですね。

一年生になりました新 入学式

みがえる斑鳩寺

斑鳩小６年生による公演劇よ

３月 31 日、斑鳩寺でおたいしマルシェが開催
されました。境内では、恒例のハンドメイド雑
貨やグルメの出店、ステージイベントが行われ、
多くの人が訪れました。また、聖徳太子 1400
年プロジェクト事業として、来場者の「手」で
斑鳩寺の仁王像をモチーフとしたビッグアート
をつくり、会場を彩りました。

の賑わい春 おたいしマルシェ
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